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色の顕著性を用いた注視誘導のための画像加工 







































 Step1.で求めた顕著度の推移グラフf(x) に対し，分散 
𝜎2 のガウス関数 g(x, σ) と畳み込み演算を行い，スケー
ルスペースL(x, σ)を得る．  
L(x, σ) = f(x) ∗ g(x, σ) 

















  (a)原画像 (b)変更領域 (c)推移グラフ(d)極大点の位置 
      図 1:原画像と顕著度の推移グラフ 
4 提案手法 
 3.で得られた特徴を用いた画像加工手法を以下に示す． 
Step1. 変更するカラーチャンネル選択  
 3.の方法を用いて各カラーチャンネルの顕著度の推移
グラフのスケールスペースにおける極大点の位置を求め







・色相が選択された場合 ℎ′ = ℎ𝑚𝑎𝑥，𝑠
′ = 𝑠 ，𝑣′ = 𝑣 
・彩度が選択された場合 ℎ′ = ℎ，𝑠′ = 𝑥𝑠
′  ，𝑣′ = 𝑣 
・明度が選択された場合 ℎ′ = ℎ ，𝑠′ = 𝑠 ，𝑣′ = 𝑥𝑣
′  
 色相の顕著度が最大になるときの平均輝度値x = ℎ𝑚𝑎𝑥
とする．また，スケールスペースについて極大点が１つに
なるとき，十分に接続されていると考えられる  σ の値を 













      (a)加工前      (b)色相結果    (c)彩度結果 
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